


















要約:包括的入院治療を行った若年発症(15 歳未満)神経性食欲不振症 17 例の、入院時の

理学的所見および臨床検査値を後方視的に比較検討した結果、広汎な臓器系にわたる異常

を認めた。この多臓器障害には、生命の危険につながる循環不全、思春期の成長発育阻害

と長期的合併症・後遺症につながる甲状腺機能不全、間脳下垂体機能不全、骨形成不全が

高い頻度で含まれていた。体重減少が 40%以上の群は、40%未満の群より異常項目を示す

頻度が高かった。体重減少が軽度の間に治療を開始すること、初期から臓器障害を的確に

診断し治療することが必要である。


